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3 月 20 日  13:20 ～ 16:00

[512] 

深層学習を用いたダイズ群落の萎れの検出 : 精密表現型解析のためのスクリーニング
ツール

☆井町 勇登 1, 戸田 悠介 1, 佐々木 剛志 1, 大森 良弘 1, 山崎 裕司 2, 高橋 宏和 3, 高梨 秀樹 1, 津田 麻衣 4, 澤田 
有司 5, 鐘ケ江 弘美 6, 辻本 壽 2, 加賀 秋人 7, 中園 幹生 3, 藤原 徹 1, 岩田 洋佳 1, 郭 威 1（1. 東大・院農学生命
科学，2. 鳥取大・乾燥地研究センター，3. 名大・院生命農学，4. 筑波大・T-PIRC，5. 理研・環境資源科学研究
センター，6. 農研機構・農業情報研究センター，7. 農研機構・次世代作物開発研究センター）
☆Imachi, Y.1, Y. Toda1, G. Sasaki1, Y. Omori1, Y. Yamasaki2, H. Takahashi3, H. Takanashi1, M. 
Tsuda4, Y. Sawada5, H. Kajiya-Kanegae6, H. Tsujimoto2, A. Kaga7, M. Nakazono3, T. Fujiwara1, H. 
Iwata1, W. Guo1 (1. Grad. Sch. Agr. Life Sci., Univ. Tokyo, 2. Arid Land Res. Ctr., Tottori Univ., 3. Grad. 
Sch. Bioagri. Sci., Nagoya Univ., 4. T-PIRC, Univ. Tsukuba, 5. Ctr. for Sustainable Resource Sci., RIKEN, 
6. Res. Ctr. for Agr. Info. Tech., NARO, 7. Inst. Crop Sci., NARO)

3 月 20 日  13:20 ～ 16:00

[514] 

深層学習による UAV リモートセンシング画像に基づくダイズバイオマス予測

☆岡田 眞銀 1, Clement Barras1, 戸田 悠介 1, 大森 良弘 1, 山崎 裕司 2, 高橋 宏和 3, 高梨 秀樹 1, 津田 麻衣 4, 
平井 優美 5, 辻本 壽 2, 加賀 秋人 6, 中園 幹生 3, 藤原 徹 1, 岩田 洋佳 1（1. 東大・院農学生命科学，2. 鳥取大・
乾燥地研究センター，3. 名大・院生命農学，4. 筑波大・T-PIRC，5. 理研・環境資源科学研究センター，6. 農研機構・
次世代作物開発研究センター）
☆Okada, M.1, C. Barras1, Y. Toda1, Y. Oomori1, Y. Yamasaki2, H. Takahashi3, H. Takanashi1, M. 
Tsuda4, M. Hirai5, H. Tsujimoto2, A. Kaga6, M. Nakazono3, T. Fujiwara1, H. Iwata1 (1. Grad. Sch. Agr. 
Life Sci., Univ. Tokyo, 2. Arid Land Res. Ctr., Tottori Univ., 3. Grad. Sch. Bioagri. Sci., Nagoya Univ., 4. 
T-PIRC, Univ. Tsukuba, 5. Ctr. for Sustainable Resource Sci., RIKEN, 6. Inst. Crop Sci., NARO)
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of Tsukuba）

3 月 20 日　13:20 ～ 16:00

[102] 
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【背景】
　日本では，輸入後にこぼれ落ちた遺伝子組換え（GM）ナタネ（Brassica napus）が，同種
の自生ナタネと共に，輸送路沿いに生育している．これらは同種のため，自然交雑により GM
ナタネからの遺伝子浸透が生じている可能性は否定できないが，自生地において GM ナタネ
が著しく増加したという報告はない．本研究では，その要因を探るために，ナタネ輸入港周
辺の河川敷に自生するナタネ個体群における個体間遺伝子流動の実態を調査した．

【材料と方法】
　三重県四日市港からの種子輸送ルート沿 いの塩浜大橋および鈴鹿大橋の河川敷において，
2019 年 4 月に形態的特性からナタネと判断した 217 個体（母植物）の生育地点を GPS で記
録し，葉を採取した．約 6 週間後に採取した母植物から採種し，母植物 1 個体につき最大 30
粒を播種し，後代の実生を得た．Aonoet al.（2006）のプライマーを用いた PCR により，
母植物における除草剤耐性遺伝子（cp4epsps,bar）の有無を調査した．母植物のうち塩浜大
橋の群落を形成する 26 個体とその後代実生 291 個体について，SSR マーカー 9 座（Chenet 
al.2017 より選抜）を用いて遺伝子型を決定し，父性解析（Marshallet al.1998, 
Kalinowskiet al.2007）により花粉親の推定を行った．

【結果と考察】

　各河川敷個体群のGMナタネの割合は，塩浜大橋では母植物112個体のうち66個体(59%），
鈴鹿大橋では 105 個体のうち 63 個体 (60%) と，同程度であった．父性解析では，実生 291
個体のうち 224 個体（77%）は自殖，67 個体（23%）は他殖由来であると推定された（図）．
一般にナタネは 30% 程度の他殖を行うことが報告されており，自生地においても同程度の他
殖率であった．他殖のうち，自生ナタネへの遺伝子浸透につながる，自生ナタネ ×GM ナタネ
は調査した後代実生わずか 6 個体（2％）であった．

　自生地では，GM ナタネと自生ナタネが非常に近傍で生育しており，GM ナタネの割合が多
いにもかかわらず，自生ナタネに対する GM ナタネの自然交雑は，低頻度かつ近距離で生じ
るのみであった．自生地での GM ナタネの拡大は遺伝子流動の段階で妨げられている可能性
が示された． 
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[P65-B]

四日市港周辺河川敷における遺伝子組換えナタネと自生ナタネ間遺伝子流動の
実態 
 ○堤 遥香 1、柳 江莉那 1、大嶋 雅夫 2、大澤 良 2、津田 麻衣 3（1. 筑波大・院生命環境科学、2. 筑波大・
生命環境系、3. 筑波大・ T-PIRC）
Haruka Tsutsumi1, Erina Yanagi1, Masao Oshima2, Ryo Ohsawa2, Mai Tsuda3 （1. Grad. Sch. Life & 
Env. Sci., Univ. Tsukuba, 2. Facul. Life & Env. Sci., Univ. Tsukuba, 3. T-PIRC, Univ. Tsukuba）
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中西　太郎（〇〇〇大学　〇〇〇学部〇〇〇科）　投稿日： 2020/10/30 10:19

コメント文

中西　花子（〇〇大学　〇〇学部）　投稿日： 2020/11/05 11:39
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※コメントを投稿されますと，ご登録の氏名・所属が自動的に表示されます。
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�

�

�
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ブラウザの更新ボタンをクリックするか
再読み込みを行ってください。

※発表者にはメール通知されませんので，
ご注意ください。
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